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研究成果の概要（和文）：本研究では，復職支援における個別心理療法とリワーク支援の協同による心理療法モ
デルを提示するために，復職を目指すクライエントの個別心理療法の過程に注目し分析をおこなった。その結
果，職場への不適応要因および再適応要因が明らかになり，休職を繰り返す人の特徴についても指摘できた。不
適応要因，再適応要因はそれぞれ個人要因と職場要因に大別でき，個人要因の解決には個別心理療法が有効であ
ることが示された。また，リワーク支援との協同の可能性を探るため，リワーク支援施設にアンケート調査を実
施した結果，復職過程では個別心理療法とリワーク支援を必要に応じて適宜組み合わせておこなうことが有用と
考えられた。

研究成果の概要（英文）： This study analyzed individual psychotherapy for clients aiming to return 
to work, in order to propose a new psychotherapy model for supporting returning to work that 
combines individual psychotherapy and return-to-work program. We clarfied the maladaptaion factors 
and re-adaptation factors and isolated the characteristics of people who repeatedly take leaves of 
absence from work. Maladaptation factors and re-adaptation factors were broadly divided into 
personal factors and workplace factors. Individual psychotherapy was effective in resolving personal
 factors. To explore the possibility of combining psychotherapy with return-to-work program, we 
administered questionnaires to centers providing such support. Responses indicated that combining 
individual psychotherapy and return-to-work program flexibly on an as-needed basis in the process of
 returning to work may be effective.

研究分野： 臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
メンタルヘルス不調者が休職して復職していく過程での再休職率は3割から5割と高く，これは産業精神保健領域
における大きな課題のひとつである。本研究では，復職を目指すクライエントの個別心理療法の過程を分析し，
職場への不適応要因および再適応要因を明らかした。不適応要因，再適応要因は個人要因と職場要因に大別で
き，復職を繰り返すクライエントには個人要因に課題がある者が多かった。個人要因については個別心理療法で
解決に向けた話し合いをすることが可能で、復職過程では個別心理療法とリワーク支援を必要に応じて適宜組み
合わせて行うことが，再休職予防に有用であると考えられた。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国の労働者 6,000 万人のうち，現在約 276,000 人が心の健康問題で休職しており，推定

約 5,100 億円/年の賃金が失われている （中央労働災害防止協，2010）。厚生労働省が事業場向

けマニュアルとして作成した「心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き」

（改訂版）（2009）によれば，復職支援における事業場外資源の活用として，地域障害者職業

センターが行うリワーク支援や民間の医療機関や EAP（従業員支援プログラム）によるリワー

クプログラムなどが挙げられており，実際にその有効性は複数報告されている（五十嵐，2013；

大木，2012 など）。しかし，現実にはリワークプログラムに参加しても，休職により低下した

能力が復職後に労働契約上求められる業務遂行レベルまで達しなかったり，再休職に至ってし

まったり（再休職率は 1 年後で 28.9％，5 年後で 50％）（秋山，2014）することが問題視され，

産業精神保健領域で解決すべき大きな課題となっている。 

筆者らは，復職支援をテーマに個別心理療法を行った 46 名について，各治療者のケースレ

ビューを分析し，職場不適応に影響を与えた要因を抽出し，職場不適応要因チェックリストを

作成した（原ら，2015）。職場不適応要因は仕事内容や職場の人間関係などの職場環境に関す

るもの（職場要因）と生活環境や生育歴上の問題など職場とは直接関係のない個人的状況に関

するもの（個人要因）に分類できた。さらに事例検討を行ったところ，個人要因が職場不適応

に大きく関与していることが明らかになり，個別心理療法でその問題を十分に扱い，本人の中

で一定の解決がみられた後に安定した職場復帰を遂げた事例（舘野，2014）を複数確認できた。

また，個別心理療法過程を分析する中では，今まで指摘されてこなかった復職後の再適応過程

の特徴も浮き彫りになった。つまり，復職後，慣らし（時短）勤務，定時勤務，通常勤務と進

む再適応過程で，思い通りに活躍できない状況の中，一時的に病状が悪化したような状態を呈

し，本人も自信を失い，再休職の可能性に大きな不安を抱いたり，実際に再休職の危機に陥っ

たりする者が多かった。個別心理療法では，これらの状況を復職者とともに十分に吟味し，心

理士のアセスメントを復職者にフィードバックし，自身の状況を客観化する作業を行い，その

結果，再休職することなく復職後 1 年以上安定した勤務を続けることができていた。 

以上より筆者らは，再休職予防のために復職過程で個別心理療法とリワークプログラムを適

宜組み合わせることの有効性を考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究では，職場不適応者の復職後の再休職率低下のために，復職支援における個別心理療

法の役割を明らかにし，個別心理療法とリワークプログラムとの協同による復職支援の新しい

心理療法モデルを確立することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 本研究は以下の 4 研究から構成される。 

（1）個別心理療法から明らかになった職場不適応要因の分析 

 復職支援の心理療法を行ったクライエント 64 名の職場不適応要因について，職場不適応要

因チェックリストを用いてその特徴を分析する。 

（2）個別心理療法から明らかになった職場再適応要因の分析 

 復職支援の心理療法を行ったクライエント 64 名の中で，復職後半年以上経過した 22 名の復

職過程について各心理療法担当者がそのプロフィールを記述し，職場再適応要因を抽出し，職

場再適応要因チェックリストを作成し，職場再適応要因について分析する。 



（3）複数回休職者の特徴の分析 

 職場不適応要因チェックリストおよび職場再適応要因チェックリストを用いて，複数回休職

者の特徴を分析し，再休職予防の可能性を探る。 

（4）リワーク支援実施施設へのアンケート調査 

 リワーク支援を実施している全国の障害者職業センター48 施設を対象に，リワーク支援で行

われている個人面接について，また復職支援において個別心理療法に期待する点について，リ

ワーク支援と個別心理療法との併用についてアンケート調査を行ない，個別心理療法とリワー

クプログラムの協同の可能性を探る。 

 

４．研究成果 

（1）職場不適応要因の分析 

 復職支援の個別心理療法を受けた 64 名のクライエントについて，職場不適応要因として職場

要因と個人要因を中心に分析した。その結果，職場要因としては仕事内容の問題，上司との関

係の問題，異動などに伴う事柄などが示され，これらのいずれかに該当するクライエントは全

体の 95％を示した。また，個人要因としては生活環境や生育歴上の問題，抑うつ感や不安感，

強迫的傾向などの心理的側面が示され，これらの問題に取り組むために復職支援における個別

心理療法の必要性が示された。 

（2）職場再適応要因の分析 

 復職支援の心理療法を行い，復職後半年以上経過した 22 名のクライエントの復職過程につ

いて，各心理療法担当者がそのプロフィールを記述し再適応要因を抽出し，111 項目から成る

職場再適応要因チェックリストを作成した。職場再適応要因として職場要因と個人要因を中心

に分析したところ，職場要因としては復職制度，異動に関わること，職場の人間関係などが示

され，個人要因としては職場適応努力や復職に対する考え方の変化，家族関係などが示された。

また，復職後半年以上の勤務を継続できているクライエント 27名を再適応群として，その特徴

を分析したところ，再適応群の職場環境として「安心できる職場環境だった」，「直属の上司が

替わった」ことを指摘でき，さらに個人要因として「人間関係に関する不安が軽減した」こと

を指摘できた。以上より，復職支援では，クライエントの職場のみならず職場外の人間関係に

も幅広く配慮して支援していくことが，復職後の再適応の可能性を高めると考えられた。 

（3）複数回休職者の特徴の分析 

 職場不適応要因チェックリストおよび職場再適応要因チェックリストを用いて複数回休職者

の特徴を分析した。その結果，複数回休職者には，「親世代との確執・親を乗り越えられない」，

「生育歴上で母子関係の葛藤を持つ」，「低い自己評価」，「人事面談に上司が同席した」，「心理

療法で父親との葛藤を話し合った」，「心理療法で母親との葛藤を話し合った」，「仕事以外の人

間関係に変化があった」などの特徴を指摘できた。以上より，複数回休職者には親子関係に葛

藤を持ち，それを心理療法で話し合うものが有意に多いことがわかり，初回休職時より心理療

法で親子関係について積極的に話題にしていくことが再休職予防につながる可能性が示唆され

た。また，職場上司からの支援は復職過程で必要不可欠であり，初回休職時から積極的に上司

の支援を要請していくことが有用と考えられた。さらに，ここでも仕事以外の人間関係が職場

の再適応に影響を与える可能性が指摘され，心理療法では幅広く様々な人間関係について話題

にしていく必要性が指摘された。 

（4）リワーク支援実施施設へのアンケート調査 

 全国の障害者職業センター48 施設を対象にアンケート調査を実施し，38 施設より有効な回



答を得た。その結果，リワーク施設の個人面接では主に職場環境や生活習慣に関わる問題につ

いて解決を目指し，家族や生育歴上の問題，発達障害やパーソナリティの問題などは個別心理

療法での解決に期待していることが明らかとなった。また，復職がうまくいかないクライエン

トの特徴のうち，リワーク支援での解決が難しいテーマとして発達障害やパーソナリティの問

題，家族や生活環境の問題などが挙げられ，個別心理療法との協同の可能性が示唆された。 
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